
平成２８年度一般会計補正予算（第５号）案等の概要

【１】予算規模　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　     （単位：百万円）
	区分
	補正前予算額
	補正額
	補正後予算額

	一般会計
	3,302,413
	111
	3,302,524

	特別会計
	1,495,151
	0
	1,495,151

	計
	4,797,564
	111
	4,797,675


    (各表においては、端数処理の関係上、合計と内訳が一致しない場合がある。)
(特別会計は、大阪府営住宅事業特別会計における債務負担行為のみ。)
【２】補正予算（一般会計）の内訳
１　歳　入　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　２　歳　出
（単位：百万円）　 　  （１）性質別内訳　　 　   （単位：百万円）
	区　　　　　分
	補正額
	
	区　　　　　分
	補正額

	国庫支出金
	66
	
	建設事業費
	99

	地方債
	32
	
	一般施策経費
	13

	その他
	13
	
	
	補助金等
	13

	
	財政調整基金
	5
	
	合計
	111

	
	その他
	8
	
	
	

	合計
	111
	
	（２）目的別内訳　  　 　 （単位：百万円）

	　
	
	区　　　　　分
	補正額

	
	
	
	総務費
	13

	
	
	
	福祉費
	99

	
	
	
	合計
	111


○ 補正後の財政調整基金残高（28年度末見込み）　　　914億円
【３】補正項目

（単位：千円）

	○
	2025年国際博覧会の大阪誘致の推進
	12,541

	〔債務負担行為　150,000千円〕

	【政策企画部】

	
	2025年国際博覧会の大阪誘致を推進するため、誘致委員会において、府民や企業等の機運を高めるための取組みや博覧会国際事務局（BIE）との意見交換等の活動を実施。

・負担割合：府１／３、市１／３、民間１／３

＜債務負担行為:平成28～30年度　150,000千円＞
	


	○
	障がい者（児）施設等の整備
	98,725

	【福祉部】

	
	社会福祉法人等が行う障がい者（児）施設等の非常通報装置や防犯カメラの設置など安全対策に対する補助。

・負担割合：国１／２、府１／４、事業者１／４
	


	○
	千里丘寝屋川橋有料道路の料金徴収期間の延長
	0

	〔債務負担行為　5,466,600千円〕

	【都市整備部】

	
	大阪府道路公社路線である千里丘寝屋川橋有料道路（鳥飼仁和寺大橋）について、料金徴収期間を10年延長するため、期間満了時の未償還債務に対し債務負担行為を設定。

＜債務負担行為:平成28～38年度　5,466,600千円＞
	


	○
	府営住宅の整備（大阪府営住宅事業特別会計）
	0

	〔債務負担行為　6,328,893千円〕

	【住宅まちづくり部】

	
	府営吹田藤白台住宅の建替工事における発生残土の処分方法の変更を行うための債務負担行為を設定。

＜債務負担行為:平成28～32年度　6,328,893千円＞
	


資料１





平成28年度一般会計補正予算（第5号）案等は、当初予算編成後において生じた情勢の変化に伴い、緊急に措置しなければならないものに対応するため、編成しました。
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